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今年度要求のポイント

関連事業

事 業 名 小学校施設開放事業

○体育施設開放から総合開放への移行
・子どもたちの安全と施設管理のため安全管理員・管理指導員の配置。
・安全管理員の従事回数の増加。
○開放事業専用施設の老朽化対策
○学校開放ニーズ調査
　①地域人材の掘り起こしと活用方法。
　②子どもたちの文化的活動調査。
　③開放事業への要望等。
○運営委員及び管理指導員の資質向上

35,69634,54231,807事 業 費

事業目的

　小学校児童を始めとする子どもの健全育成、地域住民の健康維持と体力増
進、生涯学習活動の推進、地域コミュニティの活性化を図る。また、学校、
家庭、地域の協働による地域教育力の向上と地域ぐるみで取り組む子どもた
ちの安全・安心な居場所づくりを促進し、子どもたちの健やかな成長に資す
るとともに、地域住民の生涯学習の推進を図ることを目的としている。

事業内容

消耗品、印刷製本費、切手、会場使用料等

（総合）30,000円×88校（体育）18,000円×6校

新規（学校開放ニーズ調査費用）

主な要求内容

施設等修繕料 1,485 2,375

558

合計

558

35,696

0 42 アンケート調査用紙代、郵送料等

【今後（25年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

1,200円×150×94校

13,053

16,920

学校安全管理員委託料

2,7482,700

内容・積算等24年度要求額23年度予算

事業期間 　H　～　H　　

空調設備修繕料等

全体事業費

項目

学校安全管理員業務委託料等

16,920

　学校教育活動に支障のない範囲内で、校区住民（主に小学校児童）を対象
に市立小学校の体育施設（運動場・体育館）を開放している。また、総合開
放実施校では、体育施設に加え校舎内の会議室等も開放している。開放事業
専用施設（開放事業専用に改修された教室）においては、平日昼間も開放さ
れている。
　事業の管理運営は、校区の団体等から選出された代表者で構成する学校施
設開放運営委員会に委託することで、地域の実情に応じた運営がなされてい
る。
　「堺市第３期生涯学習推進プラン」において重点事業として位置付けられ
ている、本事業の年間利用人数はのべ５６万人程度となっており、小学校児
童を始めとした地域団体の活動の場として重要な役割を担っている。

その他

・総合開放への移行推進（目標94校）
・開放事業専用施設の修繕・管理

34,542

学校施設開放事業運営業務委託料

・地域の要望があり、体制が整った校区での総合開放へ
の移行（現在、全94校中86校で実施）
・開放事業専用施設（6校）の修繕・管理

・総合開放への移行推進（目標88校/94
校）
・開放事業専用施設の修繕・管理

【経過（～23年度）】 【24年度】

管理指導員従事謝礼金

教育委員会事務局　中学校施設開放事業

局・課名 教育委員会事務局　地域教育振興課
マスタープラン
３つの挑戦

38 -

(単位　千円)

平成22年度決算額

12,879

（単位：千円）

平成23年度予算額 平成24年度要求額

区分
新規・拡充・重点
みんなの審査会

マスタープラン

施策番号
整理番号 036


